
1 
 

  
  

認認
知知
症症
ケケ
アア
とと
医医
療療  

  
  
  
  
――
――

福福
祉祉
のの
場場
にに
おお
けけ
るる
共共
同同
的的
なな
意意
思思
決決
定定
にに
つつ
いい
てて  

大大  

石石  

桂桂  

子子  
   

  
  

はは
じじ
めめ
にに  

 

生
命
倫
理
の
最
も
基
本
的
な
原
則
と
し
て
、
現
在
で
も
広
く
認
め
ら
れ
て

い
る
四
つ
の
原
則
、
つ
ま
り
自
律
尊
重
（respect for autonom

y

）、
善

行
（beneficence

）、
無
危
害
（nonm

aleficence
）、
正
義
（justice

）

は
、
日
本
医
師
会
、
日
本
看
護
協
会
に
お
い
て
も
医
療
倫
理
の
原
則
と
し
て

掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
一
九
八
六
年
に
日
本
医
師
会
が
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ

ン
セ
ン
ト
を
導
入
し
て
以
降
、
そ
の
浸
透
速
度
や
度
合
い
に
差
が
あ
る
と
は

い
え
、
お
お
む
ね
患
者
の
自
己
決
定
権
（
治
療
の
拒
否
権
を
含
む
）
は
定
着

し
て
き
た
と
い
え
る
。 

し
か
し
従
来
、
医
療
に
お
け
る
自
己
決
定
権
は
判
断
能
力
の
あ
る
成
人
に

限
定
さ
れ
て
き
た
。
た
と
え
ば
Ａ
・
Ｒ
・
ジ
ョ
ン
セ
ン
は
『
医
療
倫
理
学 

第

五
版
』
の
中
で
、
医
療
に
お
け
る
判
断
能
力
を
次
の
よ
う
に
定
義
し
、
患
者

本
人
に
十
分
な
判
断
能
力
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
、
一
義
的
に
は
家
族
が
代

理
決
定
者
に
な
る
と
し
て
い
る
。 

・
治
療
に
関
す
る
情
報
を
理
解
で
き
る 

・
自
分
の
医
学
的
状
況
と
起
こ
り
う
る
結
果
を
理
解
で
き
る 

・
治
療
の
選
択
に
つ
い
て
自
ら
の
価
値
観
に
も
と
づ
い
て
合
理
的
に

熟
考
で
き
る 

・
自
分
の
選
択
を
人
に
伝
え
ら
れ
る 

 

し
か
し
現
在
、
患
者
自
身
に
よ
る
自
律
的
意
思
決
定
か
、
家
族
に
よ
る
代

理
決
定
か
、
と
い
う
従
来
の
二
者
択
一
な
も
の
で
な
く
、
患
者
を
中
心
と
し

た
家
族
・
支
援
者
・
医
療
従
事
者
な
ど
に
よ
る
意
思
決
定
支
援
・
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。 

た
と
え
ば
ア
メ
リ
カ
病
院
協
会
は
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
の

世
界
的
普
及
の
契
機
と
な
っ
た
「
患
者
の
権
利
章
典
」（
一
九
七
三
年
）
を
、

「
治
療
に
お
け
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」（
二
〇
〇
三
年
）
に
置
き
換
え
た
。

患
者
の
権
利
章
典
は
「
患
者
に
は
～
の
権
利
が
あ
る
」
と
い
う
表
現
で
患
者

の
具
体
的
な
権
利
と
責
任
を
列
挙
し
た
も
の
で
あ
り
、
伝
統
的
な
医
師
・
患
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者
関
係
の
変
容
を
強
調
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
一
方
、「
治
療
に
お
け
る
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
は
権
利
章
典
に
含
ま
れ
て
い
た
十
二
項
目
の
権
利
を
引

き
継
ぎ
つ
つ
、
医
療
従
事
者
と
患
者
双
方
の
協
力
・
努
力
の
必
要
性
が
強
調

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
変
化
の
一
因
と
し
て
、
医
療
が
複

雑
化
し
た
も
の
の
入
院
期
間
は
短
縮
化
さ
れ
た
こ
と
で
、
患
者
・
家
族
・
医

療
従
事
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
一
層
困
難
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
る

  (1)
。
医
療
費
縮
減
の
た
め
の
在
院
日
数
短
縮
化
は
日
本
の
医
療
政
策
で
も
同

様
で
あ
り
、
限
ら
れ
た
時
間
で
患
者
は
意
思
決
定
を
迫
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、

効
果
的
な
意
思
決
定
支
援
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

 
  
  

一一
．．
障障
害害
学学
かか
らら
のの
自自
己己
決決
定定
へへ
のの
要要
求求  

 

上
述
の
よ
う
に
現
在
は
、
自
律
的
な
意
思
決
定
が
可
能
な
患
者
に
と
っ
て

も
、
医
療
の
場
で
単
独
で
、
適
切
な
判
断
を
行
う
こ
と
は
難
し
く
な
っ
て
お

り
、
意
思
決
定
支
援
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
本
人
を
中
心
と
し
た
意

思
決
定
支
援
と
い
う
発
想
は
、
知
的
・
精
神
的
障
害
者
に
対
し
て
も
広
が
り

を
見
せ
つ
つ
あ
る
。 

上
述
の
と
お
り
、
自
律
的
意
思
決
定
の
で
き
な
い
（
と
判
断
さ
れ
た
）
患

者
に
つ
い
て
、
従
来
は
家
族
に
よ
る
代
理
決
定
が
第
一
選
択
で
あ
っ
た
。
意

思
能
力
を
否
定
さ
れ
た
者
、
制
限
さ
れ
た
者
が
、
自
己
自
身
に
不
利
な
決
定

を
し
な
い
よ
う
、
家
族
等
が
代
理
決
定
す
る
こ
と
は
、
当
人
の
決
定
と
責
任

を
免
除
す
る
形
で
の
保
護
と
い
え
る
。
し
か
し
福
祉
・
医
療
の
場
面
に
お
い

て
、
家
族
の
意
向
が
当
人
の
意
思
よ
り
優
先
さ
れ
る
こ
と
に
対
し
て
は
、
一

九
八
〇
年
代
以
降
、
特
に
知
的
障
害
者
や
精
神
障
害
者
自
身
か
ら
、
社
会
参

加
・
生
活
に
お
け
る
自
律
を
妨
げ
、
無
力
化
す
る
「
障
壁
」
に
な
っ
て
い
る

と
い
う
批
判
が
さ
れ
て
き
た
。
つ
ま
り
当
人
の
自
己
決
定
権
が
奪
わ
れ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
当
人
の
判
断
力
が
成
長
す
る
機
会
が
損
な
わ
れ
、
被
保
護
者

と
し
て
の
立
場
に
固
定
さ
れ
て
し
ま
う
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

ア
ド
リ
エ
ン
ヌ
・
ア
ッ
シ
ュ
は
、
障
害
を
も
た
な
い
人
々
が
い
だ
き
や
す

い
「
二
つ
の
誤
っ
た
仮
定
」
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る

  (2)
。 

 

①
慢
性
的
な
病
気
や
障
害
を
も
っ
た
人
の
人
生
は
、
永
久
に
混
乱
し
た
ま

ま
だ
と
い
う
仮
定
。 

②
障
害
を
も
っ
た
人
が
孤
立
や
無
力
感
、
貧
困
、
失
業
、
社
会
的
地
位
の

低
さ
な
ど
を
体
験
す
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
生
物
学
的
な
欠
点
や
限
界
の
必

然
的
な
結
果
だ
、
と
い
う
仮
定
。 

 
 ア

ッ
シ
ュ
の
言
葉
は
、
一
方
で
障
害
者
は
日
常
的
な
自
己
決
定
の
場
か
ら

排
除
さ
れ
、
他
方
で
彼
ら
が
治
療
停
止
の
よ
う
な
（
自
ら
の
死
を
希
望
す
る
）

場
面
で
は
、
そ
れ
が
「
理
に
か
な
っ
た
こ
と
」
の
よ
う
に
受
け
止
め
ら
れ
、

希
望
を
叶
え
る
こ
と
が
自
律
尊
重
で
あ
る
か
の
よ
う
に
語
ら
れ
る
矛
盾
を

言
い
当
て
て
い
る
と
い
え
る
。
家
族
に
よ
る
代
理
決
定
は
、
本
来
は
当
人
の

価
値
観
や
利
益
の
代
弁
で
あ
り
、
家
族
自
身
の
判
断
に
よ
る
決
定
で
は
な
い
。

し
か
し
、
家
族
で
あ
る
か
ら
当
人
の
価
値
観
や
意
思
を
正
確
に
把
握
で
き
る
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と
は
限
ら
ず
、
ま
た
上
述
の
よ
う
に
、
当
事
者
が
決
定
に
参
加
で
き
な
い
こ

と
自
体
が
、
さ
ら
に
社
会
的
排
除
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
う
構
図
も
あ
る
。
障

害
学
の
立
場
は
「
私
た
ち
の
い
な
い
と
こ
ろ
で
、
私
た
ち
の
こ
と
を
決
め
な

い
で
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
表
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 
  
  

二二
．．
障障
害害
者者
権権
利利
条条
約約
とと
共共
同同
行行
為為
とと
しし
てて
のの
自自
己己
決決
定定 

 

こ
う
し
た
状
況
を
変
化
さ
せ
る
契
機
と
な
っ
た
の
が
、
二
〇
〇
六
年
の
国

連
総
会
で
採
択
さ
れ
た
、「
障
害
者
権
利
条
約
」
で
あ
る
。
日
本
を
含
む
百

八
十
一
カ
国
が
批
准
（
二
〇
一
九
年
現
在
）
し
た
こ
の
条
約
は
、〝
す
べ
て

の
障
害
者
の
人
権
、
基
本
的
自
由
の
完
全
か
つ
平
等
な
享
有
〞
を
謳
っ
て
い

る
。
第
二
条
で
は
、
障
害
が
単
な
る
個
人
の
欠
陥
・
病
気
で
は
な
く
、
個
人

の
身
体
的
状
態
と
社
会
的
環
境
が
要
求
す
る
も
の
と
の
相
互
作
用
に
よ
っ

て
生
じ
る
も
の
だ
と
い
う
「
社
会―

政
治
的
（socio-political
）
モ
デ
ル
」

が
示
さ
れ
、
障
害
者
個
人
を
変
化
さ
せ
る
の
で
な
く
、
環
境
を
整
備
す
る
と

い
う
一
九
六
〇
年
代
以
来
の
障
害
者
運
動
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。 

 

「
障
害
者
権
利
条
約
」（
二
〇
〇
六
年
） 

第
一
条
：
す
べ
て
の
障
害
者
の
人
権
、
基
本
的
自
由
の
完
全
か
つ
平
等
な

享
有
を
目
的
と
す
る
。 

第
二
条
：
そ
の
た
め
に
は
、
リ
ハ
ビ
リ
や
訓
練
な
ど
障
害
者
個
人
の
努
力

で
な
く
、
社
会
的
な
障
壁
を
解
消
す
る
た
め
の
「
合
理
的
配
慮
」
が
求
め
ら

れ
る
。 

第
十
二
条
：（
締
約
国
は
）
障
害
者
が
、
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
面
で
他
の
者

と
平
等
に
法
的
能
力
を
享
有
す
る
こ
と
を
認
め
る
。
法
律
の
あ
ら
ゆ
る
領
域

を
検
討
し
、
障
害
者
が
法
的
能
力
を
行
使
す
る
際
に
、
必
要
な
支
援
を
利
用

で
き
る
よ
う
適
当
な
措
置
を
と
る
。 

 

な
お
条
約
で
は
、
障
害
者
を
「
長
期
的
な
身
体
的
、
精
神
的
、
知
的
ま
た

は
感
覚
的
な
機
能
障
害
」
を
も
つ
者
を
含
む
、
と
定
義
し
て
い
る
。
た
と
え

ば
日
本
に
お
い
て
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
認
知
症
は
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
定
め
る
「
国

際
疾
病
分
類
」（ICD

-10

）
に
お
い
て
Ｆ
０
（
症
状
性
を
含
む
器
質
性
精
神

障
害
）
に
分
類
さ
れ
て
お
り
、
認
知
症
患
者
は
障
害
者
権
利
条
約
の
対
象
に

な
る
。 

 

こ
こ
で
焦
点
と
し
た
い
の
は
、
第
十
二
条
の
内
容
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
は

法
的
能
力
が
欠
如
な
い
し
制
約
さ
れ
た
存
在
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
て
き

た
障
害
者
が
、
健
常
者
と
平
等
に
法
的
能
力
を
も
つ
、
と
い
う
宣
言
で
あ
る

が
、
こ
の
法
的
能
力
や
決
定
権
と
い
う
も
の
は
、
む
ろ
ん
従
来
の
決
定
権
と

は
性
質
が
異
な
る
。
こ
れ
は
「
支
援
を
受
け
た
自
己
決
定
」
（supported 

decision m
aking

）
で
あ
り

  (3)
、
従
来
の
自
己
決
定
が
〝
当
事
者
が
単
独

で
行
う
、
独
立
し
た
行
為
〞
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
支
援
を
受
け
た
自
己
決

定
は
〝
当
事
者
の
希
望
を
中
心
に
、
支
援
者
と
の
や
り
取
り
を
通
じ
て
実
現

し
て
い
く
共
同
行
為
〞
な
の
で
あ
る
。
あ
る
種
の
意
思
決
定
が
困
難
な
場
合
、
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信
頼
の
お
け
る
支
援
者
か
ら
援
助
を
受
け
る
こ
と
で
、
そ
の
困
難
さ
（
障
壁
）

を
除
去
で
き
る
、
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
。 

こ
う
し
た
理
念
の
も
と
、
障
害
者
権
利
条
約
は
〝
代
理
人
に
よ
る
意
思
決

定
制
度
の
廃
止
〞
と
、〝
支
援
付
き
意
思
決
定
に
よ
る
代
替
策
の
開
発
〞
を

批
准
国
に
義
務
付
け
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
条
約
に
先
駆
け
て
、
二
千
五

年
に
「
意
思
能
力
法
」
を
制
定
し
て
い
る
。
意
思
能
力
の
判
定
を
受
け
る
前

に
、
個
人
が
意
思
決
定
で
き
る
よ
う
な
あ
ら
ゆ
る
支
援
を
受
け
る
こ
と
を
重

視
し
、
ま
た
「
賢
明
で
な
い
よ
う
に
見
え
る
」
意
思
決
定
を
す
る
権
利
（
い

わ
ゆ
る
愚
行
権
）
を
認
め
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
障
害
者
が
常
に
〝
合
理
的
で

賢
明
な
選
択
〞
を
強
い
ら
れ
た
り
、
そ
れ
を
望
ま
な
い
た
め
に
判
断
能
力
が

欠
如
し
て
い
る
と
判
定
さ
れ
る
リ
ス
ク
は
低
減
し
た
と
い
え
る
。
こ
の
法
で
、

代
理
人
に
よ
る
代
行
決
定
は
、
あ
ら
ゆ
る
支
援
を
尽
く
し
た
あ
と
の
最
終
手

段
に
限
定
さ
れ
た
。 

新
井
誠
氏
は
、
共
同
的
な
意
思
決
定
の
要
点
と
し
て
、
次
の
三
つ
を
挙
げ

て
い
る

  (4)
。 

①
個
人
の
能
力
を
「
あ
る
」「
な
い
」
の
二
元
的
に
捉
え
る
の
を
や
め
、

グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
の
よ
う
な
連
続
体
で
考
え
る
。 

②
何
が
で
き
な
い
か
よ
り
も
、「
ど
の
よ
う
な
支
援
が
ど
れ
だ
け
あ
れ
ば

自
己
決
定
で
き
る
か
」
と
い
う
視
点
に
立
つ
。 

③
支
援
内
容
の
決
定
を
、
専
門
家
の
診
断
か
ら
、
家
族
や
友
人
、
日
常
の

支
援
を
す
る
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
な
ど
複
数
人
で
の
判
断
に
シ
フ

ト
す
る
。 

 

一
方
で
日
本
の
場
合
、
現
行
の
成
年
後
見
制
度
が
問
題
視
さ
れ
る
可
能
性

が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
成
年
後
見
制
度
は
「
任
意
後
見
」（
判
断
能
力
が
あ

る
う
ち
に
、
後
見
内
容
を
特
定
の
人
物
に
託
す
）
と
、「
法
定
後
見
」（
保
護
・

支
援
の
内
容
が
家
庭
裁
判
所
の
審
判
で
決
定
さ
れ
る
）
に
大
別
さ
れ
る
。
さ

ら
に
法
定
後
見
は
当
事
者
の
権
利
の
制
限
が
強
い
順
に
、
後
見
、
保
佐
、
補

助
の
三
つ
に
区
分
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
法
定
後
見
利
用
者
の
約
八
割
が
、

「
後
見
」（
常
に
自
己
決
定
が
で
き
な
い
状
態
）
に
分
類
さ
れ
、
意
思
決
定

の
場
に
参
画
で
き
ず
に
い
る
の
で
あ
る
。 

 
  
  

三三
．．
日日
本本
にに
おお
けけ
るる
意意
思思
決決
定定
支支
援援
のの
動動
向向 

 

こ
う
し
た
流
れ
の
中
で
、
厚
生
労
働
省
は
二
〇
一
八
年
六
月
に
、「
認
知

症
の
人
の
日
常
生
活
・
社
会
生
活
に
お
け
る
意
思
決
定
支
援
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
を
公
表
し
た
。
こ
れ
は
医
療
従
事
者
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
な
ど
福
祉

関
係
者
の
ほ
か
、
行
政
職
員
、
家
族
、
成
年
後
見
人
な
ど
が
、
認
知
症
患
者

の
意
思
決
定
支
援
を
す
る
際
の
プ
ロ
セ
ス
や
留
意
点
を
一
般
化
す
る
た
め

の
も
の
で
、
そ
の
骨
子
を
概
括
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。 

 ・
認
知
症
の
患
者
が
、
一
見
す
る
と
意
思
決
定
が
困
難
と
思
わ
れ
る
場
合
で

あ
っ
て
も
、
意
思
決
定
し
な
が
ら
尊
厳
を
も
っ
て
暮
ら
す
こ
と
の
重
要
性
を

認
識
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。 
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・
当
人
の
表
明
し
た
意
思
・
選
好
（
難
し
い
場
合
は
推
定
意
思
・
選
好
）
の

確
認
や
尊
重
が
重
要
で
あ
り
、
支
援
者
の
視
点
で
支
援
す
べ
き
こ
と
を
限
定

し
な
い
。 

・
本
人
の
意
思
を
踏
ま
え
、
身
近
な
信
頼
で
き
る
家
族
、
親
族
、
福
祉
・
医

療
関
係
者
や
成
年
後
見
人
な
ど
が
チ
ー
ム
と
な
っ
て
、
早
期
か
ら
の
日
常
的

で
継
続
的
な
支
援
を
行
う
。 

・
支
援
者
は
当
人
と
の
信
頼
関
係
を
深
め
、
ま
た
安
心
し
て
意
思
決
定
で
き

る
よ
う
、
慣
れ
た
場
所
、
集
中
で
き
る
時
間
帯
、
接
す
る
人
数
な
ど
環
境
に

配
慮
す
る
。 

・
意
思
決
定
の
支
援
で
は
、
次
の
プ
ロ
セ
ス
を
踏
む
。 

①
意
思
形
成
支
援…

意
思
を
形
成
す
る
の
に
必
要
な
情
報
の
説
明
、
理

解
し
や
す
い
言
葉
、
文
字
。
開
か
れ
た
質
問*
で
聞
く
こ
と
が
重
要
。（
開

か
れ
た
質
問…

「
今
日
は
何
を
し
た
い
で
す
か
？
」
な
ど
、Yes/N

o

で

な
く
当
人
が
自
由
に
答
え
ら
れ
る
も
の
）
選
択
肢
を
提
示
す
る
際
は
、

比
較
の
ポ
イ
ン
ト
を
分
か
り
や
す
く
示
す
。
文
字
や
図
、
表
、
写
真
、

絵
カ
ー
ド
な
ど
も
有
効
で
あ
る
。 

②
意
思
表
明
支
援…

時
間
を
か
け
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、

焦
ら
せ
な
い
。
時
間
経
過
や
状
況
の
変
化
に
よ
っ
て
意
思
は
変
化
し
う

る
た
め
、
適
宜
そ
の
意
思
を
確
認
す
る
。
本
人
の
価
値
観
や
生
活
の
歴

史
か
ら
み
て
整
合
性
の
と
れ
な
い
意
思
表
明
や
、
迷
い
が
考
え
ら
れ
る

場
合
、
意
思
形
成
の
プ
ロ
セ
ス
が
適
切
で
あ
っ
た
か
確
認
。 

③
意
思
実
現
支
援…

本
人
の
形
成
・
表
明
し
た
意
思
を
、
本
人
の
能
力

を
最
大
限
活
用
し
、
意
思
決
定
支
援
チ
ー
ム
が
多
職
種
で
協
働
し
、
利

用
可
能
な
社
会
資
源
を
用
い
て
、
日
常
生
活
・
社
会
生
活
に
反
映
さ
せ

る
。 

・
同
居
し
て
い
る
か
問
わ
ず
、
本
人
を
よ
く
知
る
家
族
は
、
本
人
を
理
解
す

る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
。
家
族
が
意
思
決
定
支
援
チ
ー
ム
の
一
員
と
な
る
の

が
望
ま
し
い
。
家
族
も
本
人
の
自
発
的
意
思
を
尊
重
す
る
姿
勢
を
も
つ
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
厚
労
省
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
障
害
者
権
利
条
約
の
定
め
る

〝
本
人
を
中
心
と
し
た
共
同
的
な
意
思
決
定
〞
の
具
体
的
な
プ
ロ
セ
ス
を
示

そ
う
と
す
る
も
の
と
い
え
る
。
従
来
、
本
人
が
自
傷
の
意
思
や
実
現
不
可
能

な
意
思
を
示
し
た
場
合
、
そ
れ
を
尊
重
し
て
は
本
人
の
権
利
を
擁
護
で
き
な

い
と
い
う
視
点
か
ら
、〝
当
人
の
た
め
に
〞
当
人
の
意
思
を
排
除
す
る
こ
と

は
少
な
く
な
い
。
し
か
し
、
柴
田
洋
弥
氏
に
よ
れ
ば
、
①
の
意
思
決
定
支
援

を
徹
底
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
課
題
は
解
消
で
き
る
と
い
う

  (5)
。
適
切

な
判
断
に
必
要
な
、
自
己
の
体
験
、
情
報
入
手
、
理
解
、
比
較
衡
量
、
決
定

の
伝
達
と
い
う
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
を
、
本
人
を
中
心
と
し
た
「
支
援
の
輪
」

で
行
う
こ
と
で
、
当
人
へ
の
重
大
な
損
害
な
ど
が
な
い
意
思
決
定
が
可
能
に

な
る
と
さ
れ
る
。 

な
お
、
認
知
症
患
者
へ
の
意
思
決
定
支
援
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法

に
つ
い
て
は
、
国
内
で
も
既
に
多
く
の
研
究
が
な
さ
れ
て
お
り
、
一
定
の
具

体
的
ノ
ウ
ハ
ウ
が
提
唱
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
本
人
の
正
面
か
ら
口
の
形
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を
見
る
よ
う
促
し
、
大
き
く
口
を
開
け
て
発
音
す
る
、
話
す
前
に
名
前
を
呼

ん
で
注
意
喚
起
す
る
、
一
文
を
短
く
区
切
り
、
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
る
言
葉
は

一
文
に
一~
二
個
に
す
る
、
適
宜
文
字
や
図
な
ど
視
覚
的
補
助
を
使
っ
て
記

憶
に
残
り
や
す
く
し
、
後
日
の
確
認
で
そ
の
メ
モ
な
ど
を
見
せ
る
な
ど
。
工

夫
に
よ
っ
て
医
療
同
意
能
力
の
評
価
ツ
ー
ル
（M

acCAT-T

な
ど
）
で
「
同

意
能
力
な
し
」
と
判
定
さ
れ
た
ケ
ー
ス
で
も
、
治
療
へ
の
理
解
を
促
す
こ
と

が
で
き
る
と
報
告
さ
れ
て
い
る

  (6)
。
こ
の
報
告
で
は
患
者
自
身
か
ら
「
一
方

的
に
言
わ
れ
る
よ
り
も
説
明
さ
れ
て
自
分
で
決
め
ら
れ
る
の
は
い
い
な
と

思
い
ま
す
」
と
い
う
感
想
が
聞
か
れ
た
と
い
い
、
認
知
症
の
進
行
し
た
ケ
ー

ス
で
あ
っ
て
も
、
患
者
に
は
自
己
決
定
へ
の
意
欲
が
あ
り
、
自
ら
の
決
定
が

尊
重
さ
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。（
厚
労
省
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
で
は
当
人
の
自
由
を
制
約
し
な
い
た
め
に
、「
開
か
れ
た
質
問
」

や
、
可
能
な
限
り
多
く
の
選
択
肢
の
提
示
を
推
奨
し
て
い
る
が
、J-D

ecs

で
は
医
療
の
場
で
本
人
の
理
解
力
を
高
め
る
た
め
に
は
、
選
択
肢
を
二
つ
に

絞
っ
た
り
、Yes/N

o

で
答
え
ら
れ
る
質
問
に
す
る
こ
と
を
薦
め
て
い
る
。） 

退
院
支
援
・
在
宅
療
養
移
行
支
援
の
先
駆
者
で
あ
る
宇
都
宮
宏
子
氏
は
、

患
者
本
人
の
前
に
座
っ
て
「
○
○
さ
ん
、
少
し
お
話
し
て
い
い
で
す
か
」
と

声
を
か
け
る
と
、
病
棟
の
看
護
師
が
驚
い
た
様
子
を
見
せ
る
こ
と
も
多
い
と

記
し
て
い
る

  (7)
。
こ
れ
は
認
知
症
の
患
者
に
対
し
、
看
護
師
が
「
～
し
ま
し

ょ
う
ね
」
な
ど
の
声
か
け
（
指
示
）
は
す
る
が
、「
～
し
て
い
い
で
す
か
」

と
許
可
を
求
め
る
こ
と
（
意
向
の
確
認
）
が
少
な
か
っ
た
こ
と
、
言
い
換
え

る
な
ら
、
認
知
症
患
者
を
判
断
の
主
体
と
認
め
て
接
す
る
こ
と
が
乏
し
か
っ

た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 
  
  

四四
．．
自自
律律
概概
念念
のの
変変
化化
とと
「「
翻翻
訳訳
のの
倫倫
理理
」」 

 

認
知
症
患
者
等
の
意
思
決
定
支
援
の
問
題
を
通
し
て
、
自
律
と
い
う
概
念

は
大
き
く
変
容
し
て
き
た
。
改
め
て
ま
と
め
る
と
、
そ
れ
は
「
個
人
主
義
的

な
自
律
の
概
念
（Individualistic aspect of Autonom

y

）」
か
ら
「
広

く
豊
か
な
自
律
の
概
念
（Richer/Broader sense of Autonom

y

）」
へ

の
変
化
で
あ
る
。
後
者
は
「
大
切
な
人
々
と
の
関
係
性
の
中
で
、
自
身
の
願

望
や
意
思
を
表
現
で
き
る
こ
と
。
周
囲
の
人
は
自
己
決
定
を
支
援
す
る
」
こ

と
と
も
表
現
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
自
律
概
念
の
拡
大
は
、
ひ
と
つ
は
認
知
症

患
者
等
へ
の
理
解
の
深
化
に
よ
っ
て
裏
打
ち
さ
れ
て
き
た
と
言
え
る
だ
ろ

う
。 「

抜
け
殻
仮
説
」、
つ
ま
り
認
知
症
患
者
は
脳
神
経
細
胞
の
変
性
に
よ
っ

て
、
人
格
が
変
化
・
崩
壊
し
て
抜
け
殻
（N

on-person

）
に
な
っ
て
し
ま

う
と
い
う
見
方
か
ら
の
脱
却
が
、
近
年
主
張
さ
れ
て
い
る
。
Ｓ
・
Ｇ
・
ポ
ス

ト
は
デ
カ
ル
ト
の‶I think therefore I am

. ″

を
意
識
し
て
、‶I w

ill feel 
and relate therefore I am

. ″

へ
の
移
行
を
主
張
し
て
い
る
。
認
知
症
の

進
行
に
従
っ
て
意
思
決
定
能
力
は
次
第
に
低
下
す
る
も
の
の
、「
特
定
の
課

題
ご
と
」「
経
時
的
に
」「
選
択
の
結
果
の
重
大
性
」
に
よ
っ
て
意
思
決
定
能

力
は
異
な
る
た
め
、
患
者
の
能
力
を
固
定
的
に
捉
え
ず
、
潜
在
的
能
力
を
引

き
出
す
努
力
が
求
め
ら
れ
る

  (8)
。 
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一
方
、
意
思
決
定
を
支
援
す
る
際
、
認
知
症
が
中
度
以
上
に
な
る
と
、
支

援
者
が
患
者
本
人
の
行
動
な
ど
を
「
翻
訳
」
し
て
読
み
解
く
割
合
も
増
え
て

く
る
。
患
者
を
極
力
理
解
し
、
寄
り
添
う
努
力
を
す
る
と
し
て
も
、
他
者
に

よ
る
「
解
釈
」
が
当
人
の
意
思
決
定
に
入
り
込
む
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、「
自
分
の
価
値
観
で
」「
自
分
の
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
じ
て
」「
自

分
自
身
の
辞
書
を
用
い
て
」
患
者
の
言
動
を
解
釈
し
て
い
る
こ
と
を
、
支
援

者
は
常
に
自
覚
す
る
必
要
が
あ
る

  (9)
。
こ
れ
は
「
翻
訳
の
倫
理
」
と
も
呼
ば

れ
、
ス
タ
ッ
フ
や
一
般
人
の
視
点
で
は
な
く
本
人
の
視
点
に
立
つ
よ
う
努
め

る
こ
と
、
一
見
す
る
と
問
題
行
動
に
思
わ
れ
る
も
の
も
、
何
ら
か
の
有
意
味

な
感
情
表
現
と
し
て
理
解
し
、
患
者
の
世
界
観
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
適
切
な
翻
訳
が
可
能
と
な
り
、
受
容
的
な
態
度
が
患
者
の
状
態
を
安
定
さ

せ
る
、
と
い
う
正
の
循
環
を
生
み
出
せ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 
  
  

五五
．．
意意
思思
決決
定定
支支
援援
にに
おお
けけ
るる
課課
題題 

 

先
述
の
と
お
り
二
〇
一
八
年
の
厚
労
省
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
認
知
症
患

者
の
権
利
擁
護
に
向
け
前
進
と
な
っ
た
。
一
方
、
そ
の
運
用
に
際
し
て
の
懸

念
も
あ
る
。
そ
れ
は
意
思
決
定
支
援
者
と
し
て
の
家
族
の
役
割
が
、「
患
者

を
理
解
す
る
の
に
不
可
欠
」
と
強
調
さ
れ
る
こ
と
で
、
従
来
日
本
の
医
療
の

場
で
家
族
の
強
い
影
響
力
・
決
定
力
が
、
患
者
の
意
向
と
異
な
る
形
で
持
続

し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
点
で
あ
る
。 

こ
れ
ま
で
患
者
自
身
に
判
断
能
力
が
な
い
と
さ
れ
た
場
合
、
判
断
の
主
体

は
患
者
か
ら
家
族
（
の
中
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
）
に
移
行
し
、
そ
の
意
向
が
お

お
む
ね
尊
重
さ
れ
て
き
た

 (10)
。 

本
来
、
家
族
が
代
理
決
定
者
と
な
り
え
る
の
に
は
、「
家
族
で
あ
る
か
ら
」

で
は
な
く
、
当
人
の
生
活
史
や
価
値
観
を
理
解
し
、
当
人
の
意
向
を
最
も
適

切
に
代
弁
で
き
る
存
在
で
あ
る
、
と
い
う
前
提
が
あ
る
。
た
と
え
ば
尊
厳
死

に
関
し
て
、
ア
メ
リ
カ
で
は
一
九
九
〇
年
に
連
邦
裁
判
所
の
下
し
た
ク
ル
ー

ザ
ン
判
決
以
降
、
家
族
な
ど
が
代
行
判
断
で
治
療
停
止
を
要
求
す
る
裁
判
で

は
、
患
者
本
人
の
治
療
拒
否
の
意
思
に
つ
い
て
「
明
白
か
つ
説
得
力
の
あ
る

証
拠
」
を
要
求
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
い

 (11)
。
し
か
し
な
が
ら
日
本
で
は
、
二

〇
〇
七
年
に
厚
労
省
が
公
表
し
た
「
終
末
期
医
療
の
決
定
プ
ロ
セ
ス
に
関
す

る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
お
い
て
、
患
者
の
意
思
が
直
接
確
認
で
き
な
い
場
合
、

家
族
が
患
者
の
意
思
を
推
定
で
き
る
な
ら
ば
、
そ
の
推
定
意
思
を
尊
重
す
る

と
さ
れ
た
。
患
者
の
意
思
を
推
定
す
る
の
に
必
要
な
根
拠
は
ど
の
程
度
の
も

の
か
、
具
体
的
に
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
実
質
的
に
は
家
族
の
意
向
に
よ
っ
て

治
療
中
止
も
可
能
に
な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。 

日
本
の
患
者
は
、
家
族
に
頼
る
傾
向
が
強
い
と
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
藤
森

麻
衣
子
氏
に
よ
れ
ば
、
が
ん
患
者
が
医
師
か
ら
悪
い
知
ら
せ
を
伝
え
ら
れ
る

際
に
望
む
こ
と
と
し
て
「
家
族
の
同
席
の
う
え
で
の
面
談
」
を
挙
げ
る
割
合

は
、
欧
米
で
は
五
〇~

六
〇
％
で
あ
る
の
に
対
し
、
日
本
で
は
七
八
％
と
有

意
に
高
い
数
値
に
な
っ
て
い
る

 (12)
。
こ
の
よ
う
に
、
日
本
で
は
個
と
し
て
の

意
思
を
通
す
こ
と
に
躊
躇
い
の
あ
る
傾
向
が
見
え
る
。
ま
た
自
身
の
死
が
近

い
と
き
に
受
け
た
い
医
療
・
受
け
た
く
な
い
医
療
に
つ
い
て
、
話
し
合
っ
た
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経
験
が
あ
る
人
の
う
ち
、
話
し
合
っ
た
相
手
は
誰
か
と
い
う
意
識
調
査
で
は
、

九
四
・
三
％
は
家
族
・
親
族
が
相
手
で
あ
り
、
医
療
介
護
者
と
答
え
た
割
合

は
一
般
国
民
で
は
四
・
二
％
（
医
師
や
看
護
師
で
も
二
〇
％
程
度
）
と
い
う

結
果
に
な
っ
て
い
る

 (13)
。 

し
か
し
患
者
と
家
族
の
間
に
は
、
往
々
に
し
て
利
益
相
反
が
生
じ
る
。
家

族
は
重
要
な
意
思
決
定
支
援
者
の
一
員
に
な
り
う
る
が
、
患
者
に
と
っ
て
他

の
選
択
肢
が
用
意
さ
れ
る
こ
と
も
必
要
で
あ
ろ
う
。
日
本
で
自
身
の
医
療
に

つ
い
て
話
し
合
え
る
相
手
が
家
族
に
限
定
さ
れ
る
理
由
は
、
介
護
な
ど
の
場

面
で
家
族
に
よ
る
自
宅
介
護
が
多
い
こ
と
の
ほ
か
、
介
護
を
社
会
資
源
に
頼

る
際
も
、
信
頼
で
き
る
密
接
な
関
係
を
介
助
者
と
結
ぶ
機
会
が
少
な
い
と
い

う
問
題
も
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
家
族
は
重
要
な
意
思
決
定
支
援
者

の
一
員
に
な
り
う
る
が
、
患
者
に
と
っ
て
他
の
選
択
肢
が
用
意
さ
れ
る
こ
と

も
必
要
で
あ
ろ
う
。
一
九
九
六
年
以
降
、
イ
ギ
リ
ス
や
カ
ナ
ダ
で
導
入
さ
れ

た
「
ダ
イ
レ
ク
ト
・
ペ
イ
メ
ン
ト
」
制
度
は
、
解
決
策
の
一
つ
に
な
り
え
る

だ
ろ
う
。
ダ
イ
レ
ク
ト
・
ペ
イ
メ
ン
ト
と
は
、
希
望
す
る
障
害
者
が
自
治
体

な
ど
か
ら
介
護
費
用
を
受
け
取
り
、
個
別
に
介
助
者
と
直
接
契
約
で
き
る
シ

ス
テ
ム
（
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
ア
シ
ス
タ
ン
ス
）
で
あ
る
。
通
常
、
介
護
団
体
な

ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
際
は
、
ど
の
介
助
者
が
派
遣
さ
れ
る
か
利
用
者
は

選
択
で
き
ず
、
同
じ
介
助
者
が
継
続
し
て
派
遣
さ
れ
る
と
は
限
ら
な
い
。
し

か
し
ダ
イ
レ
ク
ト
・
ペ
イ
メ
ン
ト
は
利
用
者
が
介
助
者
個
人
を
直
接
雇
用
す

る
形
態
に
な
る
た
め
、
信
頼
が
お
け
る
介
助
者
に
継
続
的
に
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
そ
う
し
た
介
助
者
が
利
用
者
の
生
活
全
般
や
価
値

観
を
知
る
こ
と
で
良
質
な
意
思
決
定
支
援
者
に
な
り
え
る
の
で
あ
る
。 

 
  
  

むむ
すす
びび
にに
かか
ええ
てて 

 

認
知
症
ケ
ア
に
お
い
て
意
思
決
定
支
援
を
す
る
こ
と
は
、
問
題
行
動
や
混

乱
に
見
え
る
患
者
の
言
動
や
ケ
ア
の
拒
絶
か
ら
、
患
者
の
真
意
や
希
望
、
選

好
を
見
て
取
り
、
適
切
な
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
に
繋
げ
る
こ
と
と
も
言
え
る
だ
ろ

う
。
そ
れ
は
患
者
の
尊
重
で
あ
り
、
尊
厳
を
守
る
こ
と
で
も
あ
る
。「
患
者

の
尊
厳
」
を
尊
重
す
る
こ
と
は
、「
看
護
者
の
倫
理
綱
領
」（
日
本
看
護
協
会
）

の
筆
頭
に
挙
げ
ら
れ
る
項
目
で
も
あ
り
、
自
己
決
定
の
尊
重
や
温
か
な
人
間

的
配
慮
と
関
わ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
医
療
に
お
け
る
「
尊
厳
」
そ

の
も
の
の
子
細
な
分
析
は
、
本
稿
で
は
行
え
な
か
っ
た
が
、
例
え
ば
英
国
年

金
生
活
者
会
議
は
「
尊
厳
規
定
」
の
中
で
、
ケ
ア
の
す
べ
て
の
面
に
お
け
る

「
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
、
参
加
」
を
挙
げ
て
い
る
。「
他
者
に
面
倒
を
か
け

て
い
る
の
だ
か
ら
」、「
個
別
の
ニ
ー
ズ
に
は
対
応
で
き
な
い
」
と
い
っ
た
前

提
を
取
り
払
い
、
適
切
な
手
法
で
ケ
ア
が
行
わ
れ
た
と
き
、
患
者
と
の
良
好

な
関
係
を
築
け
る
こ
と
で
ケ
ア
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
、
病
院
・
施
設
側
に
と

っ
て
も
利
点
が
多
い
こ
と
は
、
各
国
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。 

ア
ン
・
ギ
ャ
ラ
ガ
ー
は
「
尊
厳
を
守
る
～
看
護
の
た
め
の
課
題
と
機
会
」

の
中
で
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る

 (14)
。 

「
誰
か
を
尊
厳
を
も
っ
て
扱
う
と
い
う
こ
と
は
、
価
値
あ
る
個
人
と
し
て

敬
意
を
示
す
方
法
で
、
そ
の
人
を
価
値
あ
る
も
の
と
し
て
扱
う
こ
と
で
あ
る
。
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ケ
ア
の
現
場
で
、
尊
厳
を
高
め
た
り
減
じ
た
り
す
る
も
の
に
は
、
物
理
的
な

環
境
、
組
織
文
化
、（
ケ
ア
の
）
チ
ー
ム
や
そ
の
他
の
人
た
ち
の
態
度
や
行

動
、
そ
し
て
ケ
ア
の
実
施
方
法
が
あ
る
。」 

患
者
の
自
己
決
定
を
促
す
に
は
、
た
だ
情
報
伝
達
し
、
患
者
の
選
択
を
受

け
入
れ
る
と
い
う
従
来
の
契
約
的
な
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
で
は

な
く
、
患
者
の
判
断
能
力
、
自
己
決
定
能
力
を
引
き
出
せ
る
環
境
と
手
法
、

敬
意
を
も
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
支
援
が
必
要
と
さ
れ
る
の

で
あ
る
。 

 
  
  

謝謝
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桑
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謝
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。
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激
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。
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ま
す
。 

 注注  (1) 

大
野
博
「
ア
メ
リ
カ
病
院
協
会
の
「
患
者
の
権
利
章
典
」
の
変
化
と
そ
の
特

徴 

権
利
の
宣
言
か
ら
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
へ
」
『
医
療
と
社
会
』
二
一
巻

（
三
号
）、
三
〇
九―

三
二
三
頁
、
医
療
科
学
研
究
所
、 

二
〇
一
一
年
。 

(2) Adrienne Asch, D
isability, Bioethics, and H

um
an Rights, in 

H
andbook of Disability Studies, p.300. 

(3) 

岡
本
智
周
編
『
共
生
の
社
会
学 

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、
ケ
ア
、
世
代
、
社
会

意
識
』
太
郎
次
郎
社
エ
デ
ィ
タ
ス
、
一
四
五
頁
、
二
〇
一
六
年
。 

(4) 

新
井
誠
「
障
害
者
権
利
条
約
と
成
年
後
見
法―

前
門
の
虎
、
後
門
の
狼
」『
実

践
成
年
後
見
』
四
一
巻
、
一
三―

三
〇
頁
、
民
事
法
研
究
会
、
二
〇
一
二
年
。 

(5) 

岡
本
、
同
上
著
、
一
五
〇
頁
。 

(6) 

成
本
迅
「
認
知
症
高
齢
者
の
医
療
選
択
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
シ
ス
テ
ム
の
開

発
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
編
『
認
知
症
の
人
の
医
療
選
択
と
意
思
決
定
支
援
』
ク

リ
エ
イ
ツ
か
も
が
わ
、
一
五
四―

一
五
五
頁
。 

(7) 

宇
都
宮
宏
子
「
最
期
ま
で
自
分
ら
し
く 

〝
生
き
き
る
〞
こ
と
を
支
え
る
：

病
院
と
在
宅
の
連
携
に
基
づ
く
「
ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ
ア
・
プ
ラ
ニ
ン
グ
」
の

推
進
を
」『
看
護
管
理
』
二
五
巻
（
一
号
）、
一
〇―

一
八
頁
、
医
学
書
院
、

二
〇
一
五
年
。 

(8) 

箕
岡
真
子
「『
認
知
症
ケ
ア
の
倫
理
』
の
創
造
と
発
展―

な
ぜ
『
新
し
い
認

知
症
ケ
ア
の
倫
理
』
の
体
系
化
が
必
要
だ
っ
た
の
か―

」『
認
知
症
ケ
ア
研

究
誌
』
二
巻
、
認
知
症
介
護
研
究
・
研
修
東
京
セ
ン
タ
ー
、
三
〇
頁
、
二
〇

一
八
年
。 

(9) 
箕
岡
真
子
、
同
上
著
、
三
四
頁
。 

(10) 
中
に
は
、
認
知
症
の
前
段
階
で
あ
る
Ｍ
Ｃ
Ｉ
（
軽
度
認
知
障
害
）
で
あ
っ
て

も
、
治
療
な
ど
に
つ
い
て
（
家
族
と
の
摩
擦
・
ト
ラ
ブ
ル
を
回
避
す
る
た
め
）

患
者
の
同
意
と
代
諾
者
（
家
族
）
の
同
意
の
両
方
を
と
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

109



10 
 

こ
の
場
合
、
患
者
自
身
が
自
己
決
定
で
き
る
場
面
で
あ
っ
て
も
家
族
の
同
意

が
合
わ
せ
て
必
要
に
な
る
こ
と
で
、
患
者
の
希
望
が
通
ら
な
く
な
る
可
能
性

が
考
え
ら
れ
る
。 

(11) 

甲
斐
克
則
編
『
シ
リ
ー
ズ
生
命
倫
理
学
５ 

安
楽
死
・
尊
厳
死
』
丸
善
出
版
、 

一
八
七
頁
、
二
〇
一
二
年
。 

(12) 

藤
森
麻
衣
子
「
が
ん
告
知
と
共
感
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」『
総
合
病
院

精
神
医
学
』
二
七
巻
（
一
号
）
、
一
三―

一
七
頁
、
日
本
総
合
病
院
精
神
医

学
会
、
二
〇
一
五
年
。 

(13) 

「
人
生
の
最
終
段
階
に
お
け
る
医
療
に
関
す
る
意
識
調
査
報
告
書
」
人
生
の

最
終
段
階
に
お
け
る
医
療
の
普
及･

啓
発
在
り
方
に
関
す
る
検
討
会
、
厚
生

労
働
省
、
二
〇
一
八
年
。 

(14) Ann G
allagher, The role of D

ignity in nursing ethics: w
hat it 

m
eans; how

 it has evolved; and w
hy it m

atters to nurse 
practitioners, 

太
田
勝
正
監
訳
「
看
護
倫
理
に
お
け
る
尊
厳
の
意
味
、
そ

の
発
展
の
経
緯
と
看
護
者
に
与
え
る
影
響
」『
日
本
看
護
倫
理
学
会
誌
』
七
巻

（
一
号
）、
九
五―

一
〇
九
頁
、
日
本
看
護
倫
理
学
会
、
二
〇
一
五
年
。 

 

（
お
お
い
し
・
け
い
こ 

高
崎
健
康
福
祉
大
学 

 

健
康
福
祉
学
部
医
療
情
報
学
科
准
教
授
） 

110




